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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成26年
　３月31日

自平成26年
　７月１日
至平成27年
　３月31日

自平成25年
　７月１日
至平成26年
　６月30日

売上高 （千円） 6,901,984 11,052,997 13,607,129

経常利益 （千円） 638,738 3,166,362 3,161,380

四半期（当期）純利益 （千円） 361,642 1,990,730 1,969,406

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 504,519 2,166,336 2,184,667

純資産額 （千円） 15,783,068 19,012,978 17,463,218

総資産額 （千円） 21,380,220 22,940,704 21,687,828

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 16.04 88.31 87.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 16.02 88.21 87.25

自己資本比率 （％） 73.7 82.8 80.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 2,026,422 △46,556 3,909,516

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △57,456 △74,442 △83,937

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,070,479 △611,075 △1,720,198

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,920,299 5,458,213 6,120,176

 

回次
第52期

第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　３月31日

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　３月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） △10.98 35.87

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　１.業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用改善が進み、個人消費や住宅市場も堅調に推移する

など景気は順調に回復を続け、欧州でもＥＣＢの量的緩和策実施後、物価下落に歯止めがかかり、失業率も改善する

など低迷を脱する兆候が見られました。一方、中国をはじめとする新興国の経済成長は鈍化傾向が鮮明になり、今後

も先行き不透明な状況にあります。

わが国経済は、円安と原油安による好調な企業業績を背景に、設備投資や雇用の改善が見られるなど消費増税後の

一時的停滞からの緩やかな回復過程にあり、今後は賃金上昇に伴う個人消費の本格的回復が期待されます。

当社グループの主たる事業領域である半導体業界では、ロジックファウンドリとメモリーメ―カ―の先端ラインで

微細化対応の投資が継続されました。

当社グループが参入しているその他の事業領域に関しては、ＦＰＤ業界において中小型液晶パネルの高精細化対応

投資がありました。リチウムイオン電池市場は拡大し研究開発向けの投資もありましたが、太陽電池の市場は金額

ベースで成長したものの投資は抑制されたままでした。

このような状況下、当第３四半期連結累計期間の売上高は110億52百万円（前年同期比60.1％増加）となりまし

た。

品目別に見ますと、半導体関連装置が79億94百万円（前年同期比63.4％増加）、その他が17億１百万円（前年同期

比152.9％増加）、サービスが13億57百万円（前年同期比1.6％増加）となりました。

連結損益につきましては、営業利益が32億47百万円（前年同期比435.6％増加）、経常利益が31億66百万円（前年

同期比395.7％増加）、四半期純利益が19億90百万円（前年同期比450.5％増加）となりました。

 

２.財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は229億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億52百万円増加

いたしました。これは主に、現金及び預金が6億56百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が22億29百万円増加

したことによるものであります。

負債につきましては、当第３四半期連結会計期間末残高は39億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億96百

万円減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が５億52百万円増加したものの、前受金が７億65百万円、

未払法人税等が１億62百万円減少したことによるものであります。

株主資本にその他の包括利益累計額及び新株予約権を加えた純資産合計は190億12百万円となり、また自己資本比

率は82.8％となりました。

 

３.キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ6億61百万円減少し、54億

58百万円となりました。当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、46百万円の支出（前年同期は20億26百万円の収入）となりま

した。これは主に、売上債権の増加額21億42百万円、法人税等の支払額12億９百万円、前受金の減少額７億68百万円

などの支出要因が、税金等調整前四半期純利益31億74百万円、仕入債務の増加額７億16百万円、賞与引当金の増加額

２億46百万円などの収入要因を上回ったことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、74百万円の支出（前年同期比29.6％増）となりました。これ

は、有形固定資産の取得による支出46百万円、無形固定資産の取得による支出28百万円によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、６億11百万円の支出（前年同期比42.9％減）となりました。

これは主に、配当金の支払額６億８百万円などによるものであります。

 

　４.事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の当社グループの対処すべき重要な課題は

ありません。

 

　５.研究開発活動
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　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は７億28百万円であります。なお、当第３

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年5月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,571,600 23,571,600
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,571,600 23,571,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 　平成27年１月１日

 ～平成27年３月31日
－ 23,571,600 － 931,000 　　　　　－ 1,080,360

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直

前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,028,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  22,540,400 225,404 －

単元未満株式 普通株式       2,400 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数           23,571,600 － －

総株主の議決権 － 225,404 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
(％）

レーザーテック

株式会社

神奈川県横浜市港北区

新横浜二丁目10番地１
1,028,800 － 1,028,800 4.36

計 － 1,028,800 － 1,028,800 4.36

 （注） 平成27年３月31日現在の自己株式数は、1,028,800株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年１月１日から平

成27年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,190,316 5,534,303

受取手形及び売掛金 1,926,290 4,156,263

仕掛品 3,566,295 3,641,151

原材料及び貯蔵品 713,541 734,454

繰延税金資産 933,245 884,834

その他 980,376 687,105

貸倒引当金 △6,226 △3,217

流動資産合計 14,303,838 15,634,894

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,014,685 1,949,508

機械装置及び運搬具（純額） 12,039 9,091

工具、器具及び備品（純額） 216,192 238,969

リース資産（純額） 6,380 5,390

土地 4,254,773 4,254,773

建設仮勘定 8,014 －

有形固定資産合計 6,512,085 6,457,733

無形固定資産 591 28,690

投資その他の資産   

投資有価証券 531,718 628,485

長期未収入金 220,002 ※ 146,668

繰延税金資産 58,446 －

その他 61,375 44,444

貸倒引当金 △228 △212

投資その他の資産合計 871,313 819,385

固定資産合計 7,383,990 7,305,809

資産合計 21,687,828 22,940,704
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 655,796 1,208,233

未払法人税等 753,058 590,622

前受金 1,580,425 815,091

賞与引当金 － 246,016

役員賞与引当金 126,000 113,718

製品保証引当金 410,949 360,786

その他 471,049 380,277

流動負債合計 3,997,281 3,714,745

固定負債   

退職給付に係る負債 198,047 179,485

その他 29,281 33,494

固定負債合計 227,328 212,979

負債合計 4,224,609 3,927,725

純資産の部   

株主資本   

資本金 931,000 931,000

資本剰余金 1,080,360 1,080,360

利益剰余金 16,267,648 17,649,722

自己株式 △978,041 △978,041

株主資本合計 17,300,966 18,683,041

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 237,994 311,603

為替換算調整勘定 △107,424 △5,427

その他の包括利益累計額合計 130,569 306,175

新株予約権 31,682 23,761

純資産合計 17,463,218 19,012,978

負債純資産合計 21,687,828 22,940,704
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 6,901,984 11,052,997

売上原価 3,729,084 5,160,748

売上総利益 3,172,900 5,892,249

販売費及び一般管理費 2,566,677 2,645,129

営業利益 606,222 3,247,120

営業外収益   

受取利息 2,226 2,451

受取配当金 2,204 2,774

固定資産賃貸料 1,496 1,313

為替差益 32,195 －

その他 2,994 2,283

営業外収益合計 41,116 8,823

営業外費用   

支払利息 8,592 668

為替差損 － 88,850

その他 7 62

営業外費用合計 8,599 89,581

経常利益 638,738 3,166,362

特別利益   

新株予約権戻入益 － 7,920

特別利益合計 － 7,920

特別損失   

投資有価証券評価損 31,633 －

特別損失合計 31,633 －

税金等調整前四半期純利益 607,104 3,174,282

法人税、住民税及び事業税 249,186 1,088,310

法人税等調整額 △3,724 95,242

法人税等合計 245,462 1,183,552

少数株主損益調整前四半期純利益 361,642 1,990,730

四半期純利益 361,642 1,990,730

 

EDINET提出書類

レーザーテック株式会社(E01991)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 361,642 1,990,730

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 100,500 73,608

為替換算調整勘定 42,376 101,997

その他の包括利益合計 142,876 175,605

四半期包括利益 504,519 2,166,336

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 504,519 2,166,336

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 607,104 3,174,282

減価償却費 168,537 164,166

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23,064 △3,060

賞与引当金の増減額（△は減少） 216,613 246,016

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △88,970 △12,282

製品保証引当金の増減額（△は減少） △30,965 △48,267

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,414 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △19,122

受取利息及び受取配当金 △4,430 △5,226

支払利息 8,592 668

為替差損益（△は益） △38,542 △71,641

投資有価証券評価損益（△は益） 31,633 －

新株予約権戻入益 － △7,920

売上債権の増減額（△は増加） 1,410,958 △2,142,610

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,456,508 △83,336

長期未収入金の増減額（△は増加） 73,334 73,334

仕入債務の増減額（△は減少） 313,603 716,607

前受金の増減額（△は減少） 1,981,890 △768,945

その他 △450,695 △55,664

小計 2,695,677 1,156,998

利息及び配当金の受取額 5,042 6,219

利息の支払額 △8,671 △668

法人税等の支払額 △665,626 △1,209,106

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,026,422 △46,556

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △45,036 △46,072

無形固定資産の取得による支出 － △28,369

その他 △12,419 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,456 △74,442

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △529,500 －

配当金の支払額 △540,979 △608,655

その他 － △2,420

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,070,479 △611,075

現金及び現金同等物に係る換算差額 54,211 70,112

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 952,697 △661,962

現金及び現金同等物の期首残高 3,967,601 6,120,176

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,920,299 ※ 5,458,213
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　長期未収入金

(1) 長期未収入金の概要

　横浜市企業立地等促進特定地域における支援措置に関する条例第10条及び第11条に基づき、平成20年12

月12日に報告した確定投下資本額について、平成21年１月15日に認定を受けた助成金の交付額の総額

732,566千円を10年間に分割して交付されることになりました。当第３四半期連結会計期間末までに受領

済の交付金８回分585,898千円を除いた残額146,668千円を長期未収入金として計上しております。

　なお、各年の助成金交付額は毎年当社の申請により横浜市の予算状況により決定されるものでありま

す。

(2) 認定の内容

認定の年月日及び番号

平成21年１月15日経観誘国第407号

認定された投下資本額 　7,325,667千円

助成金の交付予定額 732,566千円

(3) 認定事業者の条件

　横浜市企業立地等促進特定地域における支援措置に関する条例第13条により、認定事業者は、企業立地

等に係る事業を開始した日から原則として10年を経過する日までの間、当該企業立地等に係る事業を継続

しなければならないとされています。

(4) 当第３四半期連結会計期間末において当助成金の適用を受けて有形固定資産の取得価額から控除してい

る圧縮記帳額

土地  400,000千円

建物及び構築物  324,566 

機械装置及び運搬具  8,000 

圧縮記帳額合計  732,566 

 

EDINET提出書類

レーザーテック株式会社(E01991)

四半期報告書

13/17



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成27年３月31日）

現金及び預金勘定 4,987,989千円 5,534,303千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △67,690 △76,090

現金及び現金同等物 4,920,299 5,458,213

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月26日

定時株主総会
普通株式 540,979 48 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金

（注）当社は、平成25年５月27日開催の取締役会決議に基づき、平成25年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で

株式分割を実施しております。当該株式分割は平成25年７月１日を効力発生日としておりますので、平成25年６月

30日を基準日とする配当につきましては、株式分割前の株式数を基準に実施しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成27年３月31日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月26日

定時株主総会
普通株式 608,655 27 平成26年６月30日 平成26年９月29日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年７月１日　至 平成26年３月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成26年７月１日　至 平成27年３月31日）

当社グループの事業は、検査・測定装置の設計、製造、販売を行う単一のセグメントであるため、記載を省

略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成27年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益 16円04銭 88円31銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 361,642 1,990,730

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 361,642 1,990,730

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,540 22,542

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 16円02銭 88円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 29 24

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

レーザーテック株式会社(E01991)

四半期報告書

16/17



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   
平成27年５月11日

レーザーテック株式会社    
 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 由　水　雅　人　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大和田　貴　之　　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているレーザーテック

株式会社の平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年１月１日か

ら平成27年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、レーザーテック株式会社及び連結子会社の平成27年３月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社　　　

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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